
　
工
業
部
会
員
の
柴
田
製
作

所
（
緑
区
下
九
沢
）
は
、
ア

ナ
ロ
グ
技
術
で
勝
負
す
る
。

「
ベ
ン
チ
レ
ー
ス
」
と
呼
ば

れ
る
精
密
卓
上
旋
盤
の
中
古

モ
デ
ル
（
１
９
８
６
年
製
）

を
新
規
導
入
し
、
職
人
技
に

よ
る
金
属
の
切
削
加
工
事
業

を
強
化
し
て
い
く
。

　
金
属
加
工
は
今
や
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
た
Ｎ
Ｃ
旋

盤
が
主
力
。
も
の
づ
く
り
が

デ
ジ
タ
ル
化
す
る
中
で
、
旧

来
式
の
旋
盤
は
「
ア
ナ
ロ
グ
」

と
さ
れ
、
精
度
を
出
す
に
は

腕
が
問
わ
れ
る
。
そ
の
世
界

に
あ
え
て
踏
み
込
ん
だ
。

　
同
社
の
主
力
事
業
は
、
鉄

板
な
ど
の
素
材
に
対
し
、
無

数
の
穴
を
開
け
て
筒
状
に
丸

め
る
エ
レ
メ
ン
ト
部
品

加

工
。
自
動
車
や
オ
ー
ト
バ
イ

の
内
燃
機
関
の
部
品
な
ど
に

使
わ
れ
て
い
る
が
、
生
産
量

は
取
引
先
の
事
情
に
左
右
さ

れ
て
し
ま
う
。

　
そ
こ
で
、
安
定
し
た
売
り

上
げ
を
確
保
し
よ
う
と
着
目

し
た
の
が
、
旋
盤
を
使
っ
た

金
属
加
工
だ
。
「
Ｎ
Ｃ
旋
盤

で
す
と
、
機
械
の
セ
ッ
テ
イ

ン
グ
か
ら
始
ま
り
、
完
成
ま

で
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
ア

ナ
ロ
グ
の
旋
盤
に
は
そ
れ
が

あ
り
ま
せ
ん
。
小
回
り
が
利

き
ま
す
」
と
柴
田
英
児
社
長
。

地
域
の
町
工
場
で
は
昔
な
が

ら
の
職
人
が
高
齢
化
で
減
っ

て
き
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ

温
故
知
新
が
大
切
に
な

る

と
、
柴
田
社
長
は
日
々
腕
を

磨
い
て
い
る
。

　
　
（
か
な
が
わ
経
済
新
聞
）

　
同
社
は
、
平
日
な
ら
宿
泊

料
金
１
万
円
を
下
回
る
低
価

格
路
線
を
歩
む
一
方
で
、
社

内
で
は
働
き
方
改
革
を
進
め

る
。
そ
れ
で
も
高
収
益
を
達

成
し
て
お
り
、
県
の
「
神
奈

川
が
ん
ば
る
企
業
エ
ー
ス
」

に
も
選
ば
れ
た
。
２
０
２
６

年
に
は
株
式
上
場
も
計
画
す

る
。

　
ま
だ
世
間
が
バ
ブ
ル
好
景

気
だ
っ
た
１
９
８
８
年
。
先

代
社
長
の
時
代
に
１
泊
１
万

円
を
切
る
低
価
格
路
線
に
踏

み
切
っ
た
。

　
「
１
泊
２
、
３
万
円
で
一

生
に
一
度
泊
ま
れ
る
旅
館
に

す
る
の
か
、
１
万
円
に
し
て

何
度
も
来
て
も
ら
え
る
気
軽

な
旅
館
と
し
て
い
く
の
か
を

天
び
ん
に
か
け
ま
し
た
」（
小

川
社
長
）
。
低
価
格
な
ら
お

客
さ
ん
が
増
え
る
。
景
気
の

波
に
も
左
右
さ
れ
な
い
。
し

か
し
、
肝
心
の
利
益
を
ど
う

生
む
の
か
。

　
試
行
錯
誤
の
末
、
導
入
し

た
の
が
「
人
時
生
産
性
」
だ

っ
た
。
「
人
時
生
産
性
」
と

は
、
粗
利
益
（
総
売
上
額
か

ら
総
仕
入
れ
額
を
引
い
た
も

の
）
を
労
働
者
人
数
で
割
り
、

一
人
当
た
り
の
粗
利
益
を
出

す
。
そ
の
粗
利
益
を
総
労
働

時
間
で
割
っ
て
算
出
す
る
。

つ
ま
り
、
従
業
員
１
人
が
一

時
間
当
た
り
に
ど
れ
だ
け
粗

利
益
を
出
し
て
い
る
の
か
を

示
す
数
字
だ
。
こ
れ
を
高
め

る
に
は
、
総
労
働
時
間
を
少

な
く
す
れ
ば
、
お
の
ず
と
「
人

時
生
産
性
」
も
効
率
よ
く
高

ま
る
と
い
う
。

　
10
月
30
日
の
講
演
会

で

は
、
こ
の
「
人
時
生
産
性
」

の
ほ
か
、
働
き
方
改
革
に
つ

な
が
っ
た
在
宅
ワ
ー
ク

導

入
、
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン

化
、
そ
れ
に
業
務
の
徹
底
し

た
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
な
ど
に
つ

い
て
、
小
川
社
長
が
解
説
す

る
。
入
場
無
料
。
定
員
は
50

人
ま
で
。

　
次
世
代
の
ロ
ボ
ッ
ト
人
材

育
成
に
取
り
組
む
「
さ
が
み

は
ら
ロ
ボ
ッ
ト
ガ
ー
デ
ン
」

の
イ
ベ
ン
ト
「
こ
ど
も
ロ
ボ

ッ
ト
ク
リ
エ
イ
タ
ー
教
室
」

初
級
編
（
主
催
は
相
模
原
市
、

相
模
原
商
工
会
議
所
）
が
、

夏
休
み
期
間
で
あ
る
８

月

17
、
24
の
両
日
、
サ
ン
・
エ

ー
ル
さ
が
み
は
ら
に
て
開
催

さ
れ
た
＝
写
真
。

　
参
加
者
は
相
模
原
市
在
住

の
小
学
校
4
年
～
6
年
生
の

児
童
と
そ
の
保
護
者
で
ロ
ボ

ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
体

験
し
た
。

　
工
業
部
会
副
部
会
長
で
湘

南
デ
ザ
イ
ン
（
緑
区
橋
本
台
）

Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
松
岡
康
彦
氏
が
、

９
月
中
旬
発
行
の
「
さ
が
み

は
ら
商
工
会
議
所
会
報
」
で

連
載
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
松
岡
氏
は
精
神
保
健
福
祉

士
の
資
格
を
持
ち
、
大
学
院

で
も
心
理
学
で
修
士
課
程
を

修
了
す
る
な
ど
、
同
分
野
で

も
活
躍
し
て
い
る
。

　
今
回
か
ら
始
ま
る
連
載
で

は
「
人
の
気
持
ち
と
行
動
パ

タ
ー
ン
」
を
テ
ー
マ
に
、
実

際
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
想
定
さ
れ

る
人
の
心
理
な
ど
を
、
具
体

例
を
挙
げ
な
が
ら
分
か
り
や

す
く
解
説
し
て
い
く
。

　
松
岡
氏
は
２
０
１
７
年
に

も
会
報
で
「
う
つ
を
出
さ
な

い
職
場
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ

に
連
載
を
執
筆
し
て
い
る
。
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工
業
部
会
Ｇ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
今
年
度
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
働
き
方
改
革
」

で
中
小
企
業
の
先
進
事
例
を
探
る
た
め
、
経
営
講
演
会
を
10
月
30
日
の
午
後
６
時
半
か

ら
同
８
時
ま
で
、
市
立
産
業
会
館
で
開
催
す
る
。
講
師
に
は
創
業
３
９
０
年
の
老
舗
旅

館
、
一
の
湯
（
箱
根
町
）
の
小
川
尊
也
社
長
を
招
く
。
同
テ
ー
マ
の
講
演
会
は
第
二
弾

と
な
る
。


